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無響室の音響特性

木材加工学研究室＊

Acoust1c　Character1st1c　of　an　Anech01c　Cha血ber

Wood　sc1ence　and㎝gmeer1ng1aboratory＊＊

　　　　　　　1、はじめに

　音響測定の方法は種々の目的により異なり，それぞれ

の目的に応じた測定室が必要となる．音響実験室として

残饗室，無響室の他聴力検査室等があげられ，室の特質

はそれぞれ異なる．

　残響室は材料の吸音率，遼音性能を測定するのに必要

で、室のどの位置も音圧が平均し，なるべく長く音のエ

ネルギが消滅しないことが要求される．

　無響室は音源のパワーレベル等の諸性質を知るのに必

要で，したがって室内の騒音レヘルが0ホノ，残響時間

がO秒（自由音場）に近いことが要求される．聴力検査

室は聴力検査のための室であるから，無響室に近い規格

が要求される．

　本学農学部林学科木材加工学研究室に昭和53年度に完

成した環境公害測定室は無響室としての機能を有し，各

種機械の騒音測定の他に，スピーカー，マイクロホン等

の音響機器特性の検討等にその利用範囲は広範であるゆ

え，室の特性を明らかにしておくことは重要である．

表1　　　無響室の遮音性能

＊高橋徹，田中千秋，塩田洋三，長谷川泰。
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　以下に当研究室の無響室の音響特性を検討した結果を

報告する．

　　　　　　　2．無響室の仕様

　5階建，R－C造建物の最上階に無響室は位置し，図

1に示すように，外室寸法は3．85㎜（幅）x4．9m（奥行）

×3．68m（高さ）で，外室は2cm厚のモルタル仕上げを

施された10cm厚のコンクリートブロックで囲われてい

る．内室有効寸法は24m。（幅）×32m（奥行）×20m（高

さ）である．内室床はスノ子張りである．内部およぴ外

部吸音層はポリフィルム，グラスウール，鉛板，プラス

ターボード，ラワン合板より構成されている．吸音撰は

鋼線で造形され，内部にグラスウールを詰め，綿布で被
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われている．回転扉は2重構造で，その厚みは22．5cm，

鉛板，ゴムシート，グラスウール，ポリフィルムより構

成されている．

　前室寸法は3．85m（幅）×1．2m（奥行）×2．8m（高さ）

である．（図2）．

3．無響室の特性

　3．1遮音およぴ逆自乗特性

　125Hzから4000Hzまでオクターフハノト毎に検討

した結果を表1に示す。測定は無響室（受音室）申央部

および前室にマイクロホンを，音源としてのスピーカー

を廊下に設置した。無響室の扉は閉じた状態にし，前室

扉の開閉状態の効果も検討した．

逆自乗特性を知るために、音源を短辺壁面から80cm離

し，床面より75cm高さの地点にセットし，奥行方向

に，％一オクターブバンド毎に100Hzから500Hzまで

検討した。結果を図3に示す．

　3．2共振周波数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
　壁に囲まれた室の共振周波数は次式で計算される．

・一；ハ÷）2・（午）2＋（÷）2肋

　　　　C：音速，α，ろ，6：室の幅，奥行，高さ〃1，

　　　　〃2，π3：正整数

　有効内壁，裸取付壁，剛壁の3種について固有振動数

を求めた．それぞれの壁の寸法は次のとおりである．

　有効内壁　　320cm×240cm×200cm

　撰取付壁　　420cmx340cm×300cm

　剛壁490cm×385cm×300cm
結果を表2に示す．
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　　　　図3　無響室の音場特性

一一一一逆自乗特性，一・一無響室の減衰特性

1）飯野香：防音装置の設計　理工図書　東京　1972，p．508、

S砥㎜醐ry

　Transm．1ss1on1oss　and．sound　pressure　d．1str1but1on　m　an　anech01c　chamber　were

measured．The　resu1ts　are　shown　m　Tab1e1and．F1gure3Character1st1c　frequenc1es

correspondmg　to　the　norma1＝modes　of　v1brat1on　of　the　chamber　were　ca1cu1ated－

The　resu1ts　are　shown　in　TabIe2．


